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一丘中学校吹奏楽部（部員数40人）が、舞洲アリーナで開催された第16回大阪府マー

チングフェスティバル（9月14日）で、第1回大会から連続となる16度目の金賞を受賞。

さらに、第13回マーチングフェスティバル関西大会（9月23日）へ大阪代表として出場し、

みごと銀賞に輝きました。このすばらしい成績を報告するため部員（7人）が向井市長を

表敬訪問、『心ひとつにを合い言葉に演奏・演技をがんばりました』と喜びの報告を行い

ました。向井市長からも「本当におめでとう！日頃の練習の成果がこのすばらしい結果

につながったと思います。」とお祝いの言葉が贈られました。

伝統の一丘中吹奏楽部、16年連続で金賞受賞
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シ
ネ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
の
た
め
、
映
画
を
通
じ
、
女
性
問
題
（
女

性
の
生
き
方
）
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

平
成
八
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
十
月
四
日
貍
、
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

映
画
パ
ブ
リ
シ
ス
ト
の
岸
野
令
子
さ
ん
を
お
招
き

し
、
岸
野
さ
ん
の
ト
ー
ク
と
映
画
「
ふ
た
り
の
ト

ス
カ
ー
ナ
」
の
上
映
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
約
二
〇
〇
人
の
市

民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

映
画
の
舞
台
は
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
四
年

に
か
け
て
の
イ
タ
リ
ア
は
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
。
七

歳
の
少
女
が
体
験
し
た
「
戦
争
」
の
実
相
を
描
い

た
作
品
で
、
原
作
者
自
身
の
体
験
が
も
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

自
分
の
信
念
を
大
切
に
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
伯
父

さ
ん
の
姿
勢
が
七
歳
の
少
女
の
視
点
で
描
か
れ
て

い
て
、
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
子
ど
も
な
が

ら
に
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
向
き
合
っ
て
い
く

姿
に
胸
が
打
た
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
岸
野
さ
ん
の
ト
ー

ク
に
よ
り
、
映
画
の
背
景
が
よ
り
理
解
で
き
て
よ

か
っ
た
」、「
悲
惨
な
状
況
の
中
で
、
た
く
ま
し
く

誇
り
を
も
っ
て
生
き
た
人
々
に
感
動
し
た
。
」
、

「
戦
争
中
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
さ
、

も
の
を
見
る
目
が
育
っ
て
い
く
様
、
大
変
大
事
な

こ
と
だ
と
思
っ
た
。」「
こ
う
い
う
悲
惨
な
戦
争
は

二
度
と
経
験
し
た
く
な
い
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し

た
。」
な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
初
め
て
の
試
み
で
、
よ
り
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
た
め
に
、
一
時
保
育
に

加
え
て
、
泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会
に
よ
る

小
学
生
低
学
年
向
け
の
「
お
は
な
し
会
」
も
同
時

開
催
し
ま
し
た
。「
お
は
な
し
会
」
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
や
手
袋
人
形
を
使
っ
た
お
は
な
し
、
巻
き

紙
芝
居
、
ロ
ー
ソ
ク
を
と
も
し
て
の
お
は
な
し

（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）
な
ど
、
わ
く
わ
く
す

る
よ
う
な
内
容
で
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
語
り
に
ど
ん
ど
ん
引
き
寄

せ
ら
れ
、
夢
中
で
お
は
な
し
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
好
き

な
紙
芝
居
を
自
分
自
身
で
読
み
出
す
場
面
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

泉南市教育委員会、泉南市人権啓発推進協議会、泉南

市ＰＴＡ協議会では、平成15年度人権教育講座蠡を開催

します。

豊かに出会い、つながりあっていきませんか。そして、

家庭・地域・学校・職場など、それぞれの「生活の場」

で人権文化を創造しましょう。

▼とき・内容・講師＝次の笊～笘のとおりです

笊第1講座／平成16年1月28日貉午前10時～正午／たいけ

ん蜚はっけん蜚ほっとけん！～差別って、いったいなん

やねん～／川口泰司
かわぐちやすし

さん（ヒートハートオーバー）

笆第2講座／2月6日貊午前10時～正午／女・妻・母～こ

ころの現場から見えてきた女性たちの思い～／中道泰子
なかみちやすこ

さん（中道臨床心理オフィス）

笳第3講座／2月12日貅午後2時～4時／在日オモニの思い

～出会いから始まる人生～／申点粉
しんちょんぶん

さん（兵庫県在日外

国人保護者の会）

笘第4講座／2月19日貅午前8時～午後4時／人権フィール

ドワーク・大阪の中の沖縄を訪ねる～沖縄の風が吹く

町・大正～／金城馨
きんじょうかおる

さん（関西沖縄文庫）

▼ところ＝樽井公民館他

▼対　象＝市内在住、在勤の方及び市

内校園所のＰＴＡ関係者

▼定　員＝各講座40人※但し、第4講

座は25人（申込みいただいた方の中か

ら抽選し、当選者には1月30日頃に通知をします）

▼参加費＝無料※但し、第4講座の昼食代は各自ご負担

ください

▼その他＝▽4講座通しての受講でなくても、ご参加で

きます▽第1～3講座では、一時保育（対象は1歳から就

学前／定員は各回5人（多数の場合は抽選）／費用は保

険代として500円）を実施します▽手話通訳あり※一時

保育、手話通訳は事前申込みが必要です

▼申込み＝平成16年1月16日貊までにお電話またはハガ

キに、人権教育講座蠡参加希望、住所、氏名、電話番号

を明記の上、〒590－0592（住所不要）泉南市教育委員

会・生涯学習課（薀祟０００１・内線２１７）へ。一時

保育、手話通訳の必要な方も同様にお申し込みください。

▼問合せ＝生涯学習課（内線217）

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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泉南市の人口（10月末現在）
人口‥‥‥‥65,639人
男‥‥‥31,997人
女‥‥‥33,642人

世帯数‥‥23,429世帯

二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
多
く
の
尊

い
人
命
が
奪
わ
れ
た
と
の
反
省
の
も
と
、
世
界
の

す
べ
て
の
人
々
と
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の

目
標
と
し
て
、
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）、

国
際
連
合
第
三
回
総
会
に
お
い
て
『
世
界
人
権
宣

言
』
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
の
国
際
的
な
人
権
尊
重
の
潮
流
の
も
と
に

な
っ
た
こ
の
世
界
人
権
宣
言
で
は
、
そ
の
第
一
条

に
お
い
て
「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
基
本
的
人
権

の
尊
重
の
大
切
さ
を
高
ら
か
に
謳う
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
界
人
権
宣
言
の
基
本
精
神
は
、
国
際
人

権
規
約
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
や
子
ど
も
の
権
利

条
約
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
権
に
関

す
る
条
約
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
連
で
は

「
二
十
一
世
紀
を
人
権
と
平
和
の
世
紀
に
」
と
い

う
こ
と
で
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
を

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
と
定
め
、

国
際
的
な
規
模
で
人
権
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

『
世
界
人
権
宣
言
』
の
意
義
を
再
認
識
し
、
そ

こ
に
示
さ
れ
た
精
神
を
普
及
さ
せ
、
人
権
尊
重
の

精
神
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
、
国
連
で
は
毎
年
十
二
月
十
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
人
権
擁
護
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
要
請

し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
に
よ
り
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
一
週
間
（
十
二
月
四
日
〜
十
二
月
十
日
）
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、『
世
界
人
権
宣
言
』
の
意

義
を
普
及
す
る
た
め
の
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

泉
南
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
泉
南
市
人
権
啓
発

推
進
協
議
会
、
泉
南
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、

泉
南
市
人
権
協
会
な
ど
を
中
心
に
、「
人
権
週
間
」

に
ち
な
ん
だ
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

【
人
権
週
間
市
民
の
集
い
】

▼
と
き
＝
十
二
月
七
日
豸
午
後
一
時
半
開
場
、
二

時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
テ
ー
マ
＝

「
一
〇
〇
人
の
村
」
か
ら
見
え
る
こ
と
▼
講
師
＝

池
田
香
代
子

い
け
だ
か
よ
こ

さ
ん
（
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
、
口
承

文
芸
研
究
家
）
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線

二
七
〇
）

【
人
権
週
間
街
頭
啓
発
】

▼
と
き
＝
十
二
月
四
日
貅
午
前
七
時
〜
▼
と
こ

ろ
＝
午
前
中
は
市
内
四
駅
（
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
・

新
家
駅
、
南
海
岡
田
浦
駅
・
樽
井
駅
）
と
午
後
か

ら
は
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▼
問
合
せ
＝

人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

【
人
権
作
品
の
展
示
】

▼
と
き
＝
十
二
月
六
日
貍
午
後
一
時
〜
四
時
、
十

二
月
七
日
豸
午
後
一
時
半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
内
容
＝
市
内
保
育
所
・
幼
稚
園
の
園

児
、
小
・
中
学
生
、
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
識

字
教
室
・
生
花
教
室
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

【
特
設
人
権
相
談
】

▼
と
き
＝
十
二
月
九
日
貂
、
十
二
月
十
日
貉
の
各

午
後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
水
道
庁
舎

一
階
・
人
権
推
進
部
相
談
室
▼
内
容
＝
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進

課
（
内
線
二
七
〇
）

【
泉
南
市
人
権
協
会
・
出
張
相
談
】

▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
笊
十
二
月
四
日
貅
・
樽
井
公

民
館
笆
十
二
月
五
日
貊
・
西
信
達
公
民
館
笳
十
二

月
十
一
日
貅
・
信
達
公
民
館
笘
十
二
月
十
二
日

貊
・
新
家
公
民
館
※
時
間
は
す
べ
て
午
前
十
時
〜

午
後
四
時
半
▼
内
容
＝
就
労
支
援
（
障
害
者
、
母

子
家
庭
の
母
親
、
中
高
年
齢
者
や
若
年
者
等
の
就

職
困
難
な
方
）、
進
路
支
援
（
経
済
的
理
由
等
に

よ
り
就
学
が
困
難
な
方
）、
人
権
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク

（
人
権
侵
害
を
受
け
た
方
）、
生
活
総
合
相
談
（
生

活
上
の
様
々
な
困
難
を
抱
え
た
方
）
▼
費
用
＝
無

料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝

泉
南
市
人
権
協
会
（
薀
祕
１
４
０
１
）

『
人
権
週
間
』を
考
え
よ
う
！



▼
と
き
＝
十
二
月
十
七
日
貉
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ひ
だ
ま
り
（
市
立

鳴
滝
第
二
保
育
所
内
）
▼
内
容
＝
子

育
て
講
座
（
就
学
前
の
子
ど
も
の
保

護
者
が
対
象
）
受
講
者
の
子
ど
も
の

一
時
保
育
▼
対
象
＝
こ
ど
も
が
好
き

で
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の

あ
る
方
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
二

月
十
日
貉
ま
で
に
、
電
話
で
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
３
７
１
）

▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
十
二
月
三
日

貉
以
降
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
に

文
化
ホ
ー
ル
事
務
所
（
図
書
館
二
階
）

で
配
布
し
ま
す
※
月
曜
日
は
除
く
▼

申
込
み
＝
十
二
月
十
二
日
貊
〜
十
二

月
十
九
日
貊
の
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
に
文
化
ホ
ー
ル
事
務
所
へ
※
月
曜

日
は
除
く
▼
そ
の
他
＝
多
数
の
場
合

は
審
査
を
実
施
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝

文
化
ホ
ー
ル

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広

が
る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋

を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子

ど
も
た
ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加

で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
十
二
月
十

三
日
貍
▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後

二
時
半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二

年
生
以
下
）
▽
大
き
い
子
の
時
間

（
午
後
三
時
〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生

以
上
）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視

聴
覚
室
▼
定
員
＝
各
回
先
着
四
〇
人

（
途
中
で
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第
一
、
三
土

曜
日
の
午
後
二
時
半
か
ら
三
十
分
程

度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
拍
子
木
に
よ
る
紙
芝
居

が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。

申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書

館
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生

方
を
お
招
き
し
、
触
れ
て
、
見
て
、

考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の

発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
瓦
等
の
文

化
財
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
十
二
月
十
三
日
貍
午
後

一
時
〜
三
時
笆
十
二
月
二
十
日
貍
午

後
一
時
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史

博
物
館
▼
内
容
・
講
師
＝
笊
拓
本
を

と
っ
て
み
ま
せ
ん
か
／
南
川
孝
司

み
な
み
か
わ
た
か
し
さ

ん
（
摂
河
泉
文
庫

せ
っ
か
せ
ん
ぶ
ん
こ

）
笆
瓦
の
は
な

し
／
近
藤
康
司

こ
ん
ど
う
や
す
し

さ
ん
（
摂
河
泉
古
代

寺
院
研
究
会
）
▼
対
象
＝
十
六
歳
以

上
の
方
▼
定
員
＝
三
〇
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
十
二

月
五
日
貊
以
降
に
電
話
ま
た
は
直
接

古
代
史
博
物
館
窓
口
へ
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
かe
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
古
代
史

博
物
館
（m

aibun@
city.sennan.

osaka.jp

）
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館
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毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

文
化
ホ
ー
ル
喫
茶
室
の

経
営
者
を
募
集
し
ま
す

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す

綏うまいもん学
▼と　き＝笊12月12日貊笆12月26日貊笳
平成16年1月23日貊笘1月30日貊（全4回）
※時間はいずれも午前10時～
絽くいだおれ学
▼と　き＝2月中にうまいもん学の全講座
終了後開催する予定です
▼内　容＝うまいもん学講座で学んだ食
材を利用して、グループ別に食バトルを
開催します
▼講　師＝柳楽陽子

なぎら よ う こ

さん

▼ところ＝樽井公民館
▼対　象＝綏絽すべての講座に参加でき
る方
▼定　員＝20人（多数の場合は抽選）
▼参加費＝1回につき500円（材料代）
▼携行品＝筆記用具、エプロン等
▼申込み＝12月8日豺（必着）までに、ハ
ガキに泉南うまいもん学参加希望、住所、
氏名、年齢、性別、電話番号を明記の上、
〒590－0592（住所不要）泉南市役所地域
振興課へ▼問合せ＝地域振興課（内線583）

▼と　き＝笊12月13日貍午前10時～正
午笆12月13日貍午後1時半～3時半
▼ところ＝樽井公民館
▼講　師＝市原卓生

いちはらたくお

さん（泉州18番ネ
ット登録者）
▼対　象＝市内在住、在勤で小学1年生
以上の方※親子での参加を歓迎します
▼参加費＝500円程度（1人分の材料費）
▼定　員＝各20人（多数の場合は抽選）
▼申込み＝12月8日豺までに、往復ハガ
キに参加者の住所、氏名、年齢、電話
番号、受講希望日番号笊または笆を明

記の上、〒590－
0521泉南市樽
井6－11－
16・樽井
公民館た
こづくり
係へ
▼ 問 合

せ＝樽 井
公民館（薀

祟４３６１）

文
化
財
を
体
験

古
代
史
博
物
館
講
座

泉南市生涯学習まちづくり実行委員会が「泉南市ルネッサンスカレッジ」の自然

学科の事業として、泉南の特産物（タマネギ、キャベツ、フキ、アナゴなど）を使

ったおいしい料理方法や郷土料理について勉強する講座を開催します。

▼
と
き
＝
十
二
月
三
日
貉
〜
十
二
月

二
十
七
日
貍
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午

後
五
時
〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四

時
〜
六
時
▽
土
曜
日
は
午
前
九
時
半

〜
十
一
時
半
（
※
十
二
月
二
十
日
貍

は
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
二

〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
上

靴
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
使
用
す
る
日
に
青
少
年
セ

ン
タ
ー

将
棋
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

交
流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
二
月
六
日
貍
〜
十
二
月

二
十
七
日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中

学
生
と
高
齢
者
の
方
▼
定
員
＝
二
〇

人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
参
加
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン

タ
ーク

リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
二
月
七
日
豸
午
後
六
時

〜
八
時
四
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
市
民

体
育
館
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇
円
▼

そ
の
他
＝
▽
当
日
は
上
履
靴
（
ダ
ン

ス
シ
ュ
ー
ズ
）、
女
性
の
方
は
ヒ
ー
ル

カ
バ
ー
を
着
用
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

あ
な
た
も
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
森
の
保
全
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
二
月
六
日
貍
午
前
十
時

半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と

こ
ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河
の
森
、

紀
泉
わ
い
わ
い
村
）
▼
内
容
＝
つ
る

切
り
、
リ
ー
ス
作
り
、
ク
リ
の
植
樹

▼
集
合
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
駐
車
場

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
、
作
業
の
で
き
る
服
装
、

軍
手
等
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
子

メ
ー
ル
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
譛
大

阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
（e-m

ail
:m
idori@

ogtrust.jp

／
薀
06
・
６
２

６
０
・
３
５
８
０
／
蕭
06
・
６
２
６

０
・
３
５
８
１
）

泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開

放
を
実
施
し
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育

所
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保

育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

保
育
所
で
は
子
育
て
相
談
も
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

笊
信
達
保
育
所
・
十
二
月
九
日
貂

（
薀
祟
４
６
４
２
）
笆
樽
井
保
育
所
・

十
二
月
九
日
貂
（
薀
祗
０
０
７
４
）

笳
浜
保
育
所
・
十
二
月
十
六
日
貂

（
薀
祚
２
６
６
０
）
笘
鳴
滝
第
一
保
育

所
・
十
二
月
十
六
日
貂
（
薀
祟
４
０

４
１
）
笙
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第

二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）
・

十
二
月
十
日
貉
、
十
二
月
二
十
四
日

貉
（
薀
祚
３
３
７
１
）
▼
開
放
時

間
＝
笊
笳
笙
は
午
前
十
時
〜
十
一
時

半
笆
笘
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼

問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八

一
）親

子
で
い
ろ
ん
な
お
友
だ
ち
と
遊

び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
十
二
月
十
一
日
貅
笆
十

二
月
十
八
日
貅
笳
平
成
十
六
年
一
月

十
五
日
貅
笘
平
成
十
六
年
一
月
二
十

二
日
貅
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笘
樽
井
公

民
館
笆
笳
信
達
公
民
館
▼
内
容
＝
笊

笆
は
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拍
子
木

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
笳

笘
は
お
正
月
の
遊
び
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
ま

た
はe

メ
ー
ル
で
樽
井
公
民
館
（
薀
祟

４
３
６
１
／e-m

ail
:tarui-k@

city.
sennan.osaka.jp

）
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友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▼点灯期間＝12月6日貍～12
月26日貊
▼点灯時間＝午後5
時～午後9時
▼入場料＝無料
▼その他＝イルミネ
ーション点灯期間中
の12月24日貉午後6
時から、泉南市青少
年吹奏楽団等による
クリスマスコンサー
トを開催します（入
場は無料です）

▼問合せ＝地域振興課（内線
583）

ＡＢＣ委員会では、クリスマスシーズンの到来にあわせて
文化ホール前の樹木をイルミネーションで飾ります。



パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
平
成
十
六
年
一
月
十
三

日
貂
〜
二
月
十
二
日
貅
ま
で
の
毎
週

火
・
木
曜
日
の
午
後
七
時
〜
九
時

（
全
十
回
で
二
〇
時
間
）
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住

の
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の
方
▼
定

員
＝
五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
十
二

月
二
十
二
日
豺
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
一
時
保
育
を
希
望
す
る

場
合
は
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

と
生
年
月
日
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
一
の
八

の
四
七
・
あ
い
ぴ
あ
泉
南
・
母
子
・

寡
婦
パ
ソ
コ
ン
教
室
係
へ
▼
問
合

せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕
０
７
０

７
／
蕭
祕
０
９
０
９
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
平
成
十
六
年
一
月
十
三

日
貂
笆
一
月
十
五
日
貅
笳
一
月
二
十

日
貂
笘
一
月
二
十
二
日
貅
（
全
四
回

で
二
〇
時
間
）
※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝

あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内
在
住

の
視
覚
障
害
者
の
方
※
障
害
名
が
視

覚
障
害
の
方
▼
定
員
＝
五
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
十
二
月
二
十
二
日
豺

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
障

害
者
手
帳
の
障
害
名
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

一
の
八
の
四
七
・
あ
い
ぴ
あ
泉
南
・

視
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
係
へ
▼

問
合
せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕
０

７
０
７
／
蕭
祕
０
９
０
９
）
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母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

視
覚
障
害
者
の
た
め

の
パ
ソ
コ
ン
教
室

▼とき・内容・講師＝笊平成16年1
月23日貊／軆キレさせない躱コミ
ュニケーション／三川俊樹

み か わ と し き

さん（追
手門学院大学文学部助教授）笆1月
29日貅／こどもとお金／高橋登

たかはしのぼる

さ
ん（大阪教育大学教育学部助教授）
笳2月5日貅／親になって忘れたこ
と／梶本昌弘

かじもとまさひろ

さん（元泉南市立小学
校校長）笘2月13日貊／めざせ！ア
カルイ性教育／木戸口光子

き ど ぐ ち み つ こ

さん（助
産師）笙2月20日貊／みんなで話そ
う、子育てのこと！／参加者相互
※時間はすべて午前10時～正午
▼ところ＝樽井公民館
▼対　象＝学童期（幼稚園から小学
校低学年程度）のこどもの保護者

▼参加費＝無料
▼一時保育＝対象は1歳以上就学前
のこどもで、定員は各回15人（多
数の場合は抽選）。費用は1人につ
き保険代500円。
▼綏一時保育の必要ない方の申込
み＝各回（笊～笙）の7日前（必着）
までに電話、ファクス、ハガキ、e
メール（携帯メールでも申込みでき
ます）で、氏名（ふりがな）、住所、
電話番号をお知らせください
▼絽一時保育の必要な方の申込み＝
各回（笊～笙）の15日前（必着）
までに、往復ハガキまたはeメール
（調査票を送信しますので、携帯メ
ールでは申込みできません）で、氏

名（ふりがな）、住所、電話番号、
こどもの氏名（ふりがな）、性別、
生年月日をお知らせください※返信
ハガキにはご自分の宛名をご記入く
ださい。
▼その他＝▽1回単位でも連続でも
受講できます。但し、一時保育の定
員を超えた場合は、1回ごとに抽選
します▽1歳未満のこどもは入室で
きますが1歳以上のこどもは入室で
きません
▼申込み先・問合せ＝〒590－
0521泉南市樽井6－11－16樽井公
民館「思春期がくる前に」係（薀祟
４３６１／蕭祟４３８０／e-mail :
tarui-k@city.sennan.osaka.jp）

▼と　き＝12月25日貅午後12時
半開場、1時開演
▼ところ＝文化ホー
ル
▼内　容＝ミク
ル☆ファミリー
のミュージカル
「がんばれ！ダ
ストバスターズ」
（上演時間は45分）
▼ストーリー＝ちい
さな　ちいさなミクル
の国。街はいつでもきれいだし、
ごみ一つ落ちていません。ある
キャラクターズがやってきてご
みをまき散らして遊ぶのです。
さあ大変！ごみ減量隊員、ダス
トバスターズとの対決‥。さて
どうなるのでしょうか？
▼入場料＝無料

▼定　員＝500人（先着順）
▼申込み＝12月10日貉午前

10時～午後3時に図書
館入り口でチケッ
トを配布します
※住所、親子の
氏名、子の年齢、
電話番号をご記
入いただきます。
▼その他＝イベン
ト当日にボランティ

ア受付係としてお手伝
いいただける小・中学生を募集
しています。お申し込みはファ
クスにて学校名、学年、氏名を
記入の上、泉南子育てサークル
ネットワーク「小さい友の会」
事務局（蕭祚１２３３）へ
▼問合せ＝生涯学習課（内線
247）

ＡＢＣ委員会市民の文化推進チームでは、クリスマスミュ
ージカル「楽しいクリスマス会」を開催します。子育てを楽
しくするために、お年寄りや障害者の方たちと共に楽しいひ
とときを過ごしましょう。

育児中の今だからこそ学びたい。そんな気持ちをかたちにしました。あなた自身を見つけにきませんか。
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野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近
な

自
然
を
体
感
し
、
大
切
さ
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
十
二
月
十
三
日
貍
笆
平

成
十
六
年
一
月
十
日
貍
の
各
貍
午
前

九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野

鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

中
学
校
の
音
楽
ク
ラ
ブ
や
市
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
音
楽
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
二
月
十
三
日
貍
午
後
二

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ
て
、

健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
二
月
十
四
日
豸
午
前
十

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
十
八

歳
以
上
の
方
▼
定
員
＝
五
〇
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝

講
義
・
実
習
▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
、
上
靴
▼
申
込
み
＝
十
二
月

七
日
豸
〜
十
二
月
十
三
日
貍
の
各
日

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
月
曜
午
後
、

火
曜
日
は
休
館
）
に
、
体
育
館
に
設

置
し
て
い
る
用
紙
へ
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
写
真
一
枚
（
三
詢
×
二
・

五
詢
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
▼
そ
の
他
＝
▽
講
習
を
修
了
さ

れ
た
方
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用

許
可
証
を
発
行
し
ま
す
▽
許
可
証
を

お
持
ち
の
方
は
所
定
の
料
金
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
が
使
用
で
き
ま
す
（
許

可
証
が
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

▽
許
可
証
を
お
持
ち
の
方
で
許
可
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
方
は
更

新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
有

効
期
限
が
六
か
月
以
上
経
過
す
る
と

更
新
で
き
ま
せ
ん
）
▼
問
合
せ
＝
市

民
体
育
館

今
回
は
幡
代

は
た
し
ろ

地
区
を
中
心
に
巡
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
二
月
十
三
日
貍
午
前
九

時
半
に
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
海
側
に
集

合
（
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止
）
▼
コ

ー
ス
＝
和
泉
砂
川
駅
〜
牛
神

う
し
が
み

〜
久
保
く

ぼ

神
社
〜
岸
の
地
蔵
さ
ん
〜
光
明
寺

こ
う
み
ょ
う
じ

（
住
職
の
お
は
な
し
／
昼
食
）
〜

山
中
新
家

や
ま
な
か
し
ん
け

の
庚
申
堂

こ
う
し
ん
ど
う

〜
雨
山

あ
め
や
ま

〜
和
泉

鳥
取
駅
付
近
で
解
散
（
全
約
七
㌔
）

▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
円
（
資
料
・
保

険
代
）
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、

雨
具
等
▼
申
込
み
＝
十
二
月
十
日
貉

ま
で
に
、
お
電
話
で
泉
南
歴
史
研
究

会
事
務
局
（
薀
祗
５
６
７
１
）
へ
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四

七
）

▼
と
き
＝
笊
十
二
月
二
十
日
貍
午
前

十
時
〜
十
時
四
十
分
笆
平
成
十
六
年

一
月
七
日
貉
午
後
四
時
〜
四
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
楽
し
い

読
み
聞
か
せ
会
▼
対
象
＝
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
二
月
二
十
日
貍
午
前
十

時
四
十
五
分
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
ド

ラ
マ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▼
講
師
＝

岩
橋
由
梨

い
わ
は
し
ゆ
り

さ
ん
（
朗
読
劇
講
師
）
▼

対
象
＝
十
八
歳
以
上
の
こ
ど
も
に
本

等
を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝

二
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際
交
流

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
日
本
語
教
室
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
い
た
だ

く
方
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
一
月
十
七
日

貍
〜
六
月
十
二
日
貍
の
期
間
の
毎
週

土
曜
日
午
後
一
時
半
〜
三
時
（
全
二

〇
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼

内
容
＝
外
国
人
へ
の
日
本
語
の
教
え

方
▼
対
象
＝
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

で
講
座
終
了
後
、
日
本
語
教
室
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
で
き
る
方
▼
参

加
費
＝
五
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代

は
別
途
要
）
▼
定
員
＝
二
五
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
十

二
月
十
九
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
日
本
語
指
導
者
養
成

講
座
希
望
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇

・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市

役
所
政
策
推
進
課
へ
▼
問
合
せ
＝
政

策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

泉
南
歴
史
研
究
会

冬
の
民
俗
を
訪
ね
て

日
本
語
指
導
者
養
成
講

座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

読
み
聞
か
せ
の
会

を
開
催
し
ま
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

▼と　き＝笊平成16年1月17日貍午
前8時～午後5時半笆1月31日貍午前
9時～午後5時笳2月21日貍午後1時
～午後4時
▼ところ＝笊野島断層

のじまだんそう

記念公園
（北淡町
ほくだんちょう

）笆人と防災未来センター
（神戸市）笳泉南市消防本部、泉佐
野市防災学習センター

▼対　象＝小中
学生と保護者※
小学3年生以下
は保護者が同伴
ください
▼定　員＝各50
人（多数の場合

は抽選）▼参加費＝笊笆笳すべて
保険代500円と入館料に笊小学生
350円、中学生500円、大人700円笆
小中学生400円、大人800円笳無料　
▼申込み＝平成16年1月9日貊（必
着）までに、往復ハガキに防災を
学ぶ（笊～笳のいずれか一つ）参
加希望、参加者及び保護者の氏名
（ふりがな）、住所、電話番号、学
校名、学年を明記の上、〒590－
0521泉南市樽井8－13－18青少年セ
ンターへ※複数講座の参加を希望
する場合もハガキは別にしてくだ
さい▼問合せ＝青少年センター
（薀祚３５００）

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
セ
ン
タ
ー

音
楽
フ
ェ
ス
タ



▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時

〜
七
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本

語
▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国

に
暮
ら
し
て
い
た
青
少
年
及
び
外
国

人
の
子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学
生
ま

で
）
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇

円
程
度
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

消
防
団
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
、

女
性
消
防
団
員
、
消
防
職
員
ら
約
二

六
〇
人
と
消
防
車
両
一
三
台
に
よ
る

新
春
恒
例
・
消
防
出
初
式
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
一
月
十
一
日

豸
午
前
十
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府

南
部
防
災
拠
点
・
り
ん
く
う
体
育
館

（
り
ん
く
う
南
浜
）
▼
内
容
＝
泉
南
市

青
少
年
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ
る
分

列
行
進
や
一
斉
放
水
ほ
か
▼
問
合

せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕
０
１
１
９
）

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
府
が

家
賃
の
一
部
を
補
助
す
る
中
堅
所
得

者
向
け
の
「
大
阪
府
特
定
優
良
賃
貸

住
宅
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
平
成
十
六
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
▼
募
集
住
宅
名
＝
▽
エ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
中
小
路
（
中
小
路
）

▽
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
泉
南
（
信
達
市
場
）

▼
申
込
書
の
配
布
＝
大
阪
府
住
宅
供

給
公
社
及
び
泉
南
住
宅
管
理
事
務
所
、

市
役
所
都
市
計
画
課
で
配
布
▼
申
込

み
＝
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
同
公
社
ま
で
（
先
着

順
で
受
付
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
住

宅
供
給
公
社
管
理
業
務
課
（
薀
06
・

６
２
０
３
・
５
４
５
１
）

9

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

新
春
を
飾
る

消
防
出
初
式

泉州南合併協議会では、第
二回協議会を開催します。
▼と　き＝平成16年1月8日貅
午後2時半～
▼ところ＝泉の森ホール2階レ
セプションホール（泉佐野市
市場東1－295－1）
▼その他＝協議会は一般の方
も傍聴することができます。
傍聴の受付は午後2時からで、
定員は100人（先着順）です。
※事前申込みは不要です。
▼問合せ＝泉州南合併協議会
事務局（薀磬６４４４）

▼ごみの収集日を変更します＝12
月、1月の休日にともない、可燃ご
み及び粗大ごみ、空きかん・空きび
んの収集を次表のとおり行います。

収集日程カレンダーを必ず確認し、収集日当日の午前
9時までに決められた集積場所に、ごみを分別して出
してください。

▼ふとん、じゅうたん、毛布、カーペット、ざぶとん、
木くず、植木の葉刈り、靴など＝木、金曜日の週1回
収集を行います。年末については、月・木曜日地域は
12月18日貅までに出してください。火、金曜日地域
は12月19日貊までに出してください。年始について

は、1月8日貅以降の木、金曜日
に出してください。
▼電話申込みによる不燃ごみの受
付について＝年末は12月26日貊まで行います。年始
は1月7日貉から受付を行います。特に年末は多数の
申込みがありますので、できるだけ早く申し込んでく
ださい。また、年内の申込みが多数の場合、収集日は
1月7日貉以降となりますのでご了承ください。
▼収集できないごみ類＝事業所、商店等の営利を目的
として出るごみについては、自らの責任において運搬
処理するか、一般廃棄物処理業許可業者に収集依頼し
てください。
▼ごみ焼却場へのごみの持ち込みについて＝年末年始
は各家庭から多量のごみが出されます。できるかぎり
各自でごみを焼却場までお持ち込みください。※一般
家庭からのごみの持ち込みは無料です。なお、12月
29日豺、30日貂は多少混雑する場合があります。
※産業廃棄物は、ごみ焼却場へ持ち込みできません。

▼ごみの収集に関する問合せ＝清掃課（薀祟５８７５）
▼ごみの持ち込みについての問合せ＝泉南清掃事務組
合（薀祚０５８１）

12月23日貂 
12月24日貉 
12月25日貅 
12月26日貊 
12月27日貍 
12月28日豸 
12月29日豺 
12月30日貂 

お休み 
火／金曜日地域を収集します 
月／木曜日地域を収集します 
火／金曜日地域を収集します 
お休み 
お休み 
月／木曜日地域を収集します 
火／金曜日地域を収集します 

1月5日豺 
1月6日貂 
1月7日貉 
1月12日豢 
1月13日貂 
1月14日貉 

通常通り　月／木曜日地域を収集します 
通常通り　火／金曜日地域を収集します 
通常通り　粗大ごみNO.1、カンビンみNO.3地域を収集します 
お休み 
月／木曜日地域を収集します 
火／金曜日地域を収集します 

12月1日～12月26日（貍豸豢除く）まで平常通り開放します 
12月29日豺午前9時～11時半／午後1時～3時半 
12月30日貂午前9時～11時半／午後1時～3時半 
1月5日豺からは平常通り開放します 
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多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
一
月
四
日
豸

午
前
十
一
時
（
十
時
半
受
付
開
始
）

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
秘
書

課
（
内
線
三
〇
二
）

コ
マ
は
ど
う
し
て
ま
わ
る
の
だ
ろ

う
？
公
民
館
の
わ
く
わ
く
科
学
教
室

で
は
、
コ
マ
の
不
思
議
に
せ
ま
っ
て

み
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
一
月
十
八
日

豸
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
▼
対
象
＝
小
学
三
年
〜
六

年
生
ま
で
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
及

び
兄
弟
姉
妹
（
見
学
の
み
は
で
き
ま

せ
ん
）
▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ
き
一

〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
定
員
＝
五
〇

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込

み
＝
十
二
月
二
十
四
日
貉
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
に
つ

き
一
家
族
ま
で
）
に
住
所
、
電
話
番

号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
性
別
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年
。

返
信
用
に
ご
自
分
の
宛
名
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市

樽
井
六
の
一
一
の
一
六
樽
井
公
民
館

わ
く
わ
く
科
学
教
室
係
へ
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

大
阪
府
内
在
住
の
ろ
う
あ
者
の
方

で
、
新
た
に
成
人
に
な
ら
れ
た
方
を

対
象
に
、
社
会
人
に
な
ら
れ
た
こ
と

へ
の
激
励
と
祝
福
を
目
的
に
成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
一
月
十
一
日
豸
午
後
一
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
谷
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
地
下
鉄
谷
町
線
谷
町

六
丁
目
下
車
澁
番
出
口
徒
歩
五
分
）

▼
内
容
＝
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▼
申
込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
大
阪
聴
力
障
害
者
協
会

（
薀
06
・
６
７
６
１
・
１
３
９
４
／
蕭

06
・
６
７
６
８
・
３
８
３
３
）
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
同
協

会
（
薀
06
・
６
７
６
１
・
１
３
９

４
／
蕭
06
・
６
７
６
８
・
３
８
３
３
）

ド
イ
ツ
製
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
と
他

の
楽
器
や
歌
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
、
あ
な
た
の

実
力
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
三
月
二
十
一

日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）
▼

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
小
学
四
年

生
以
上
の
方
（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、

メ
ン
バ
ー
の
中
に
泉
南
市
内
在
住
の

方
が
い
れ
ば
応
募
で
き
ま
す
）
▼
定

員
＝
三
〇
組
▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ

き
五
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
平
成
十
六

年
二
月
十
二
日
貅
〜
三
月
七
日
豸
の

各
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
に
文
化
ホ

ー
ル
（
図
書
館
二
階
事
務
所
）
へ
※

月
曜
日
は
除
く
▼
そ
の
他
＝
一
人

（
ピ
ア
ノ
の
み
）
で
の
参
加
、
グ
ル
ー

プ
（
五
人
ま
で
）
で
の
参
加
も
で
き

ま
す
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

を
開
催
し
ま
す

ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
を

演
奏
し
ま
せ
ん
か

新成人の皆さま、ご成人おめでとうござ

います。泉南市・泉南市教育委員会では、

次のとおり平成16年成人記念祭を開催しま

す。皆さまのご出席を心よりお待ちしてお

ります。

▼と　き＝平成16年1月12日豢

午前9時受付、10時開式

▼ところ＝文化ホール

▼対　象＝昭和58年4月2日から昭和59年4月

1日に生まれた方※対象の方には12月下旬に

ハガキで通知します。

▼その他＝▽当日は混雑が予想されますの

で、自動車でのご来場はご遠慮ください。

▼問合せ＝生涯学習課（内線252）

わ
く
わ
く
科
学
教
室

お
も
ち
ゃ
を
科
学
す
る
２

新
年
互
礼
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

羽ばたけ２１世紀　青少年の明るい未
来へ！をテーマに、大阪府警察音楽隊と
泉南市青少年吹奏楽団によるジョイント
コンサートを開催します。
▼と　き＝12月21日豸午後１時半開場、
２時開演
▼ところ＝文化ホール
▼入場料＝無料。但し、入場整理券が必
要です
▼定　員＝500人（先着順）
▼入場整理券の配付＝現在、市役所教育
委員会生涯学習課で配付しています
▼問合せ＝生涯学習課（内線253）



に
事
業
の
体
質
改
善
を
図
り
た
い
。
等
、
経
営

や
融
資
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
専

門
の
先
生
に
よ
る
指
導
（
要
予
約
）
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
薀
祟
６
３
６
５
）

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
無
秩
序
な
市
街
化

を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る
た
め
、

昭
和
四
十
五
年
に
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整

区
域
の
区
域
区
分
（
い
わ
ゆ
る
「
線
引
き
」）

を
都
市
計
画
決
定
し
、
概
ね
五
年
ご
と
に
見
直

し
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

泉
南
市
で
は
本
年
度
よ
り
、
前
回
の
線
引
き

の
見
直
し
か
ら
概
ね
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
の

で
、
線
引
き
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
計
画
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
（
内
線
五
六
九
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

12月4日、11日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
笊児童福祉課（内線242） 
笆子ども相談室 
　薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

笊市役所家庭児童相談室 
笆子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前9時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整

区
域
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

開
設
し
ま
す

笊サンタさんと子どもた

ちのクリスマスパレード

▼と　き＝12月23日豢午

前11時～正午

▼ところ＝ＰＴＢ及びエ

アロプラザ

▼内　容＝サンタクロー

スとカンクン、クーコチ

ャンがターミナルビル等

を行進します

▼その他＝空港内は12月

25日貅まではクリスマス

一色です。ハンドベルコ

ンサートや吉本興業のス

テージイベントも予定し

ています。

▼問合せ＝関西国際空港

案内（薀碚２５００）

笆見学展望ホールで初日

の出

▼と　き＝平成16年1月1

日豢午前6時開場～

▼ところ＝見学展望ホー

ル

▼内　容＝見学展望ホー

ルで初日の出を見ません

か

▼問合せ＝

関西国際空

港案内（薀

碚 ２ ５ ０

０）

シリーズ：関西国際空港情報NO.43

関空でクリスマス＆お正月を楽しもう！

▼
対
象
＝
平
成
十
五
年
八
月
一
日
現
在
で
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
（
停
止
者
を
含
む
）
ま
た
は

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
者
で
、
平
成
十
五

年
二
月
一
日
以
前
に
泉
南
市
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
し
、
か
つ
振
込
み
日
ま
で
継

続
し
て
泉
南
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
。
な

お
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
は
平
成
十
五

年
八
月
の
現
況
届
提
出
時
に
母
子
家
庭
給
付
金

申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
▼
申
請
期
間
＝
十
二
月

一
日
豺
〜
十
二
月
五
日
貊
▼
振
込
み
予
定
日
＝

十
二
月
二
十
五
日
貅
▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

受
給
者
（
母
）
の
銀
行
等
の
通
帳
（
郵
便
局
は

不
可
）、
印
鑑
、
母
子
医
療
証
▼
問
合
せ
＝
児

童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

泉
佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
田
尻
町
、

岬
町
（
以
下
「
三
市
二
町
」
と
い
う
）
で
は
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
選
択
肢
の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
協
議
を

進
め
る
た
め
、
平
成
十
五
年
十
一
月
に
合
併
協

議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
回
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
お
考
え
を
幅
広
く
う
か
が
い
、

新
市
建
設
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
三
市
二
町
に
お

住
ま
い
の
十
八
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
方
を
対
象
に
実
施
す
る
も
の
で
、

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
的
に
処
理
し
、

目
的
以
外
に
利
用
し
た
り
、
他
に
漏
ら
し
た
り

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
州
南
合
併
協
議
会
事
務
局
（
薀

磬
６
４
４
４
）

家
庭
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

に
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
。
但
し
、
前
年
（
一
月
か
ら
四
月

ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
第
一
子
は
五
〇
〇
〇

円
、
第
二
子
は
五
〇
〇
〇
円
、
第
三
子
以
降
は

一
〇
〇
〇
〇
円
。

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
計
に
お
い
て

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
方
）
名
義
の

銀
行
等
の
通
帳
を
持
参
の
上
、
児
童
福
祉
課
で

請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
笊
〜
笵
の
よ

う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
速
や
か
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

笊
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受
給
者
が
退

職
し
た
と
き
笆
出
生
な
ど
に
よ
り
、
支
給
対
象

と
な
る
児
童
が
増
え
た
と
き
笳
受
給
者
の
住
所

が
他
市
区
町
村
に
変
わ
っ
た
と
き
笘
児
童
の
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
笙
受
給
者
、
児
童
の
氏
名

が
変
わ
っ
た
と
き
笞
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ

た
と
き
笵
支
払
い
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
た

い
と
き
※
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
給
で
き

る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

平
成
十
五
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
第
四
期
分
の
納
期
限
を
平
成
十
五
年
十
二
月

二
十
九
日
豺
か
ら
平
成
十
六
年
一
月
五
日
豺
に

変
更
し
ま
す
。

な
お
、
既
に
送
付
済
み
納
付
書
に
つ
い
て
は
、

第
四
期
納
期
限
が
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
九

日
豺
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振

替
の
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
一
月
五
日

豺
に
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
三
一
六
）

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
イ
オ
ン
対
策
相
談
室

を
開
設
し
ま
し
た
。
イ
オ
ン
出
店
に
対
応
す
る

た
め
、
経
営
の
強
化
を
図
り
た
い
。
こ
の
機
会
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nf ormat i
i

o n
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

児
童
手
当
／
特
例
給
付
／
就
学
前

特
例
給
付
は
請
求
し
ま
し
た
か

母
子
家
庭
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
納
期
を
変
更
し
ま
す

商
業
者
の
方
を
対
象
に

相
談
室
を
開
設
し
ま
す

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361



ま
た
、
高
齢
、
障
害
、
健

康
、
子
育
て
に
関
す
る
専
門

書
等
が
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

（
薀
祕
０
７
０
７
／
蕭
祕
０
９
０
９
）

平
成
十
六
年
七
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
大

阪
府
が
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
に
建
設
を
進
め

て
い
る
「
府
営
せ
ん
な
ん
り
ん
く
う
住
宅
」
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
住
宅
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
た
設
計
で
、
高
齢
者
の
方
々

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
生
活
援
助
員
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
全
戸

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
（
二
人
世

帯
で
は
配
偶
者
が
六
十
歳
以
上
で
も
可
）
※
但

し
、
所
得
制
限
あ
り
▼
戸
数
＝
単
身
者
用
１
Ｄ

Ｋ
は
一
三
戸
、
二
人
世
帯
用
２
Ｄ
Ｋ
は
一
戸
▼

申
込
み
用
紙
配
布
期
間
＝
十
二
月
一
日
豺
〜
十

二
月
二
十
六
日
貊
▼
申
込
み
用
紙
配
布
場
所
＝

市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課
▼
申
込
み
＝
十
二
月

一
日
豺
〜
十
二

月
三
十
一
日
貉

（
当
日
消
印
有

効
）
に
、
郵
送

で
譛
大
阪
府
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
募
集
課
へ
▼

そ
の
他
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
も

受
付
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
受
付
期
間
中
に
大

阪
府
営
住
宅
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.pref.osaka.jp/jyukan/index.htm

l

）

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
▽
譛

大
阪
府
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
募
集
課
（
薀
０

６
・
４
３
９
８
・
５
２
５
５
）
▽
高
齢
障
害
福

祉
課
（
内
線
三
〇
七
）
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シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

・ 笊 笆 珎 玻 珀 珥
珮 笨 笶 筐 瑯 琥 珸
琲 筌 筅 琿 瑟 瑙 瑁
瑜 筱 筬 瑣 瑪 瑶 瑾
璋 箜 箚 箋 笊 笆 笳
笘 笙 笞 笵 珞 璢 琅  

12月1日～1月10日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

・縡笆珎玻珀珥
珮繆笶琅瑯琥珸
琲縲筅琿瑟瑙瑁
瑜繚瑰筮箝瑶瑾
璋緕箚箋笊笆笳
笘縉笞珮珞璢琅  

・縡笆珎玻珀珥
珮繆笶琅瑯琥珸
琲縲筅琿瑟瑙瑁
瑜繚筬筮瑪瑶瑾
箍箜箚箋笊笆笳
笘縉笞珮珞璢琅  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

12月1日～1月10日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

12月1日～1月10日・薀祟４３６１ 

老齢基礎年金は、受給資格を満
たした方に原則として６５歳から
支給されますが、希望すれば６０
歳から６４歳の間でも繰上げて支
給を受けることができます。但し、
繰上げ請求したときの年金額は下
表の減額率により減額された額と
なります。※付加年金も同様に減
額されます。
繰上げ請求は、一度手続きをす

ると取り消すことができませんの
で、次の笊～笨を十分にご理解い
ただいた上で、請求を行ってくだ
さい。
笊一度手続きをすると請求や裁定
の取消はできません笆６５歳に達
しても年金額は引き上げられるこ
とはなく、減額率は生涯変わりま
せん笳請求後、障害の状態に該当
するようになっても、障害基礎年
金を請求することができません笘

６５歳になるまで、遺族厚生年金
と繰上げの老齢基礎年金の両方を
受けることはできません笙寡婦年
金の請求はできません。また、す
でに寡婦年金を受けている方につ
いても、寡婦年金の権利が失われ
ます笞昭和１６年４月１日以前に
生まれた方が厚生年金保険などの
被保険者になっている間（６５歳
になるまで）、老齢基礎年金を受け
ることができません笵昭和１６年
４月２日以後に生まれた方は、特
別支給の老齢厚生年金と繰上げの
老齢基礎年金の両方の年金を受け
ることができます笨国民年金に任
意加入できません。また、６６歳
以降、繰下げて請求すれば、年齢
に応じて増額した年金を受け取る
ことができます。
▼問合せ＝国保年金課（内線２５
５）

請求時の年齢 減額率 （旧）減額率 請求月から65歳になる月の前月までの月数 

60歳0か月～60歳11か月 

61歳0か月～61歳11か月 

62歳0か月～62歳11か月 

63歳0か月～63歳11か月 

64歳0か月～64歳11か月 

60か月～49か月 

48か月～37か月 

36か月～25か月 

24か月～13か月 

12か月～1か月 

30.0％～24.5％ 

24.0％～18.5％ 

18.0％～12.5％ 

12.0％～6.5％ 

6.0％～0.5％ 

42％ 

35％ 

28％ 

20％ 

11％ 

▼老齢基礎年金の繰上げ減額率＝繰上げ支給の老齢基礎年金の減額率は、
６５歳前の請求時の年齢が１か月増すごとに０.５％ずつ低くなるしくみに
なり、次の式で計算した率となります。なお、昭和１６年４月１日以前に
生まれた方は、年単位の（旧）減額率となります。
▼減額率＝０.５％×繰上げ請求月から６５歳になる月の前月までの月数

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
は
、
要
介
護
認
定
で
自

立
と
判
定
さ
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
方
た
ち

に
、
日
帰
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

こ
こ
で
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
り
、

み
ん
な
で
食
事
や
ゲ
ー
ム
、
創
作
活
動
を
楽
し

ん
だ
り
と
、
同
世
代
の
仲
間
と
交
流
が
で
き
、

張
り
合
い
の
あ
る
一
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

施
設
は
市
内
四
カ
所
に
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
方
法
、

料
金
は
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
＝
笊
あ
お
ぞ

ら
（
樽
井
八
丁
目
三
番
一
号
／
薀
祀
２
４
０
４
）

笆
さ
く
ら
（
新
家
三
三
七
九
の
六
一
／
祗
４
８

７
９
）
笳
泉
南
ふ
れ
愛
の
里
・
牧
野
（
信
達
牧

野
一
二
五
三
の
一
／
祀
５
０
２
０
）
笘
泉
南
ふ

れ
愛
の
里
・
樽
井
（
樽
井
四
丁
目
三
三
番
四

号
／
祀
４
４
６
６
）
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福

祉
課
（
内
線
三
〇
四
・
三
〇
七
）

読
書
家
の
皆
さ
ん
、
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し

た
。
十
二
月
二
日
か
ら
図
書
館
及
び
自
動
車
図

書
館
か
し
の
き
号
の
図
書
貸
出
し
冊
数
が
、
お

一
人
に
つ
き
五
冊
か
ら
八
冊
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
視
聴
覚
資
料
は
現
行
の
と
お
り
、
お

一
人
に
つ
き
カ
セ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｄ
は
四
点
。
ビ
デ

オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
二
点
ま
で
。
ま
た
、
貸
出
期
間

に
つ
い
て
も
現
行
の
二
週
間
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な

の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇

冊
を
積
ん
で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、

泉
南
市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
八
冊
ま
で
借
り
て

い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
の

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

但
し
、
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状

況
に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

あ
い
ぴ
あ
泉
南
の
二
階
に
あ
る
図
書
・
情
報

コ
ー
ナ
ー
に
、
新
し
い
本
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
主
に
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め

る
絵
本
、
児
童
書
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
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□‥開館日（午前10:00～午後5:00） 
　●‥休館日 鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ルナりんくう 

ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川集会所前 

青少年センター 

一丘団地 

サンハイツ和泉砂川 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

12月 1月 12月 1月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

12月1日～1月10日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

澆 ⑰ 
澆 ⑰ 
④ ⑱ 
④ ⑱ 
⑤ ⑲ 
⑤ ⑲ 

⑦ 澡 
⑦ 澡 
－ ⑮ 
－ ⑮ 
－ ⑯ 
－ ⑯ 

⑭ 濬 
⑭ 濬 
⑧ 澤 
⑧ 澤 
⑨ 澹 
⑨ 澹 

⑩ 濆 
⑩ 濆 
⑪ 澪 
⑪ 澪 
⑫ 濟 
⑫ 濟 

・笊玳珎玻珀珥
珮笨璢琅瑯琥珸
琲筌瑕琿瑟瑙瑁
瑜筱筬瑣瑪瑶箟
璋箜箚箋笊笆笳
笘笙珥珮珞璢琅  

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

図
書
館
の
図
書
貸
出
し

冊
数
が
八
冊
に
な
り
ま
す

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

あ
い
ぴ
あ
泉
南
に
新
し
い

図
書
が
配
置
さ
れ
ま
し
た

平成16年度の物品納入（役務提供含む）、コンサルタント等、
ビル管理等及び建設工事の入札等参加資格審査申請の受付を
行います。泉南市や市の関係機関発注の業務を行うためには、
この手続きが必要となりますのでご注意ください。
▼問合せ＝契約検査課（内線２０６／２１６）

H16年2月5日～2月17日 

泉南市役所別館1階会議室 

午前9時半～午後4時※正午から午後1時、土日祝日は除く 

市役所契約検査課で配布及び泉南市ホーム 
ページ（http://www.city.sennan.osaka.jp/） 
よりダウンロードしてください。 
ホームページへの掲載予定はH16年1月19日 
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業種 　物品関係 
（役務提供含む） 

　測　　量 
コンサルタント 

ビル管理業 

更新申請が 
必要な業種 

受付期間 
及び時間 

市外 
業者 

市内 
業者 要領等 

の取得 

方　法 

受付場所 

昨年度申請し 
ていない業者 

市内・市外の全業者 

建設工事 
項目 



必
要
な
場
合
あ
り
▼
申
込
み
＝
環
境
整
備
課
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
申
請
に
必
要
な

も
の
＝
印
鑑
、
運
転
免
許
証
（
コ
ピ
ー
可
）、

車
の
ナ
ン
バ
ー
（
自
動
車
検
査
証
に
よ
り
確
認

が
必
要
）
▼
そ
の
他
＝
貸
し
出
し
の
可
否
は
先

着
順
で
内
容
を
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
※
貸
出

数
に
限
り
あ
り
▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内

線
三
四
八
）

こ
こ
数
年
、
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
数
十
年
間
の
間
に
約
二
・

五
倍
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
税

は
年
間
に
必
要
と
な
る
医
療
費
の
推
計
を
も
と

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
伸
び
は
、

そ
れ
を
支
え
る
保
険
税
の
増
税
や
国
保
制
度
の

運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
非
常
に
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る

た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

笊
医
療
費
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
＝
領
収
書

や
医
療
費
通
知
等
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

笆
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
を
見
直
そ
う
＝
ひ

と
つ
の
症
状
で
複
数
の
病
院
に
か
か
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
病
院
が
変
わ
る
た
び
に
同
じ

検
査
を
し
た
り
、
治
療
を
や
り
直
し
た
り
‥
。

こ
の
よ
う
な
重
複
受
診
は
医
療
費
を
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

笳
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
＝
健
康

づ
く
り
は
無
理
の
な
い
範
囲
で
長
く
続
け
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
温
泉
に
入
っ
た
り
、
散

歩
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
た
り
な
ど
、

好
き
な
こ
と
や
楽
し
ん
で
で
き
る
こ
と
を
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
・
三

八
〇
）

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

交
付
＝
笊
同
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
同
一
月

内
の
入
院
時
医
療
費
（
健
康
保
険
適
用
分
に
限

る
）
の
一
部
負
担
金
の
上
限
（
通
常
四
〇
二
〇

〇
円
）
が
二
四
六
〇
〇
円
に
、
食
事
代
の
自
己

負
担
額
（
通
常
一
日
あ
た
り
七
八
〇
円
）
が
六

五
〇
円
、
ま
た
は
五
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
減
額

さ
れ
ま
す
。
交
付
対
象
者
は
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
で

す
笆
同
一
医
療
機
関
に
お
い
て
、
同
一
月
内
の

入
院
時
医
療
費
（
健
康
保
険
適
用
分
に
限
る
）

の
一
部
負
担
金
の
上
限
（
通
常
四
〇
二
〇
〇
円
）

が
一
五
〇
〇
〇
円
に
、
食
事
代
の
自
己
負
担
額

（
通
常
一
日
あ
た
り
七
八
〇
円
）
が
三
〇
〇
円

に
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。
交
付
対
象
者
は
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
、
か
つ
世
帯
員
各

人
の
収
入
額
が
一
定
額
以
下
の
老
人
保
健
医
療

受
給
者
の
方
で
す
※
笊
笆
と
も
発
効
は
申
請
月

の
一
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

入
院
時
に
備
え
、
あ
ら
か
じ
め
交
付
を
受
け
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
交
付
＝
同
一
医
療

機
関
に
お
い
て
、
同
一
月
内
の
入
院
時
医
療
費

（
当
該
特
定
疾
病
に
係
る
健
康
保
険
適
用
分
に

限
る
）
の
一
部
負
担
金
の
上
限
が
一
〇
〇
〇
〇

円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

交
付
対
象
者
は
、
医
師
よ
り
国
の
指
定
す
る

特
定
疾
病
（
人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
慢
性

腎
不
全
、
血
友
病
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）

に
よ
り
診
療
を
受
け
て
い
る
旨
の
意
見
書
の
あ

る
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時
間
内
に
、

備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
利
用

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
切
手
を
貼
付
、

手
数
料
分
の
定
額
小
為
替
を
同
封
（
現
金
書
留

も
可
）
し
、
市
役
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当
た
り
）

は
▼
住
民
票
の
写
し
＝
三
〇
〇
円
▼
戸
籍
謄
・

抄
本
＝
四
五
〇
円
▼
除
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇

円
▼
原
戸
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
私
的
年

金
現
況
届
＝
二
〇
〇
円
▼
公
的
年
金
現
況
届
＝

無
料
。
請
求
の
で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て
本

人
ま
た
は
同
一
世
帯
内
の
人
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）
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医
療
費
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
費
の

減
額
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

住
民
票
は
郵
便
で
も
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
料
金
の

架
空
請
求
の
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
。

▼
事
例
１
＝
「
過
去
に
利
用
し
た

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
が

未
払
い
に
な
っ
て
い
る
。
入

金
の
な
い
場
合
に
は
、
最
終

的
に
自
宅
ま
で
回
収
に
行

く
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い

た
が
、
全
く
心
当
た
り
が
な
い
。

▼
事
例
２
＝
ま
っ
た
く
利
用
し
た

こ
と
の
な
い
事
業
者
か
ら
、
債
務

の
返
済
が
さ
れ
て
い
な
い
と
電
報

が
送
ら
れ
て
き
た
。「
他
の
金
融

機
関
か
ら
債
権
譲
渡
を
受
け
て
請

求
す
る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
強
制

執
行
を
行
う
」
と
あ
る
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。

▼
通
知
は
こ
の
よ
う
に
し
て
送
ら

れ
て
き
ま
す
＝
何
ら
か
の
名
簿
を

も
と
に
、
無
作
為
に
請
求
書
を
送

り
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
請
求
額

は
数
万
円
と
い
う
こ
と
が
多
く
、

な
か
に
は
脅
迫
め
い
た
文
章
が
書

か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

自
宅
に
取
り
立
て
に
来
ら
れ
る
と

怖
い
、
家
族
が
使
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
と
思
わ
せ
て
支
払
わ
せ
よ

う
と
す
る
手
口
で
す
。
通
知
の
方

法
は
電
話
や
手
紙
、
電
子
メ
ー
ル

が
多
い
の
で
す
が
、
最
近
で
は
電

報
で
の
請
求
も
あ
り
ま
す
。

▼
通
知
が
き
た
ら
＝
ま
っ
た
く
利

用
し
た
覚
え
の
な
い
料
金
の
請
求

は
、
事
業
者
に
連
絡
を
取
っ
た
り

せ
ず
、
無
視
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
請
求
で
、
自
宅
に
事
業
者

が
押
し
掛
け
て
き
た
と
い
う
話
は

今
ま
で
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い

る
以
上
の
個
人
情
報
は
教
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
者
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

通
知
は
保
存
、
電
話
な
ど
は
録
音

し
、
脅
さ
れ
て
怖
い
と
き
は
警
察

に
届
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
内
線
三
一
九
）

う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
最

近
体
力
が
落
ち
た
よ
う
だ
け
ど
、
将
来
を
考
え

る
と
不
安
‥
。
こ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
者
に
関
す
る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
＝

介
護
保
険
の
利
用
方
法
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
元
気
だ
け
れ
ど
手

助
け
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

な
ど
、
総
合
的
に
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
方
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
▼
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
は
市
の
委
託
事
業
で
す
＝
相
談

は
無
料
で
、
二
十
四
時
間
体
制
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し

ま
す
▼
各
支
援
セ
ン
タ
ー
＝
笊
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
せ
ん
わ
（
薀
祟
２
０
２
２
）
笆
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
六
尾
の
郷
（
薀
祀
２
８
５

０
）
笳
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
リ
（
薀
祚

８
５
８
３
）

笘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な

で
し
こ
り
ん
く
う
（
薀
祀
５
６
０
１
）
笙
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
で
し
こ
り
ん
く
う
・
あ

い
ぴ
あ
泉
南
（
薀
祕
３
６
０
０
）

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇

四
・
三
〇
七
）

泉
南
警
察
署
で
は
、
犯
罪
か
ら
皆
さ
ん
を
守

り
、
す
ば
ら
し
い
新
春
を
迎
え
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
年
末
年
始
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

年
末
年
始
は
金
融
機
関
を
は
じ
め
、
各
所
に

お
い
て
高
額
な
現
金
が
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
毎

年
、
こ
れ
ら
の
現
金
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

▼
ひ
っ
た
く
り
に
あ
わ
な
い
た
め
に
＝
笊
自
転

車
の
前
か
ご
は
危
険
で
す
。
現
金
の
入
っ
た
バ

ッ
グ
等
を
前
か
ご
に
入
れ
る
場
合
は
、
防
犯
ネ

ッ
ト
な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

笆
現
金
は
た
す
き
が
け
で
き
る
ポ
シ
ェ
ッ
ト
等

を
活
用
し
、
で
き
る
だ
け
身
に
つ
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
笳
金
融
機
関
で
出
金
し
た
直
後
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と

き
は
周
囲
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
車
上
荒
ら
し
に
あ
わ
な
い
た
め
に
＝
笊
路
上

駐
車
は
し
な
い
笆
駐
車
し
た
ら
必
ず
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
抜
き
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
笳
財
布
、

バ
ッ
グ
な
ど
の
貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
笘

監
視
者
の
い
る
駐
車
場
を
利
用
す
る
笙
警
報
器

や
防
犯
機
材
を
活
用
す
る

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

泉
南
市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

を
推
進
す
る
た
め
、
新
生
児
を
対
象
に
、
乳
児

用
シ
ー
ト
の
無
料
貸
し
出
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で
、
運
転
免
許
及
び

車
を
所
有
し
、
一
歳
未
満
の
乳
児
を
乗
車
さ
せ

て
運
転
す
る
必
要
が
あ
る
方
▼
貸
出
期
間
＝
三

か
月
間
▼
費
用
＝
無
料
※
但
し
、
洗
浄
代
等
が
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在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

乳
児
用
シ
ー
ト
を

無
料
で
貸
出
し
ま
す

年
末
年
始
特
別
警
戒
を

実
施
し
ま
す

平成16年2月1日執行予定の大阪府知
事選挙から期日前投票制度がスタート
します。この制度は、選挙人の投票し
やすい環境を整えるため、従来の不在
者投票を改め、選挙期日前においても、
選挙期日同様、投票を行うことができ
るしくみで、公職選挙法の一部改正に
より新たに創設されました。
▼期日前投票制度と
は＝選挙は投票期日
（投票日）に投票所
において投票するこ
とを原則としていま
す。しかし、期日前
投票制度は、選挙期
日前であっても、選挙期日と同じよう
に投票（投票用紙を直接投票箱に入れ
る）ができるしくみです。
▼対象となる投票＝従来の不在者投票
のうち、名簿登録地の市区町村の選挙
管理委員会で行う投票が対象となりま
す。名簿登録地の市区町村以外の市区
町村の選挙管理委員会や病院、老人ホ
ーム等における不在者投票については
従来どおり行われます。また、選挙期

日には選挙権を有することになるが、
選挙期日前において投票を行おうとす
る日にはまだ選挙権を有しない方
（例・選挙期日には20歳を迎えるが、
選挙期日前には19歳である）について
は、期日前投票はできませんので、例
外的に名簿登録地の市区町村の選挙管
理委員会で不在者投票ができます。

なお、不在者投票の投票期間は、期
日前投票と同じく、選挙期日の公示日
または告示日の翌日から選挙期日の前
日までの間です。※従来の不在者投票
の投票期間から変更されています。
▼投票対象者＝選挙期日に仕事や用務
がある等、従来の不在者投票事由に該
当すると見込まれる方。投票の際には、
従来の不在者投票と同じく一定の事由
に該当すると見込まれる旨の宣誓書の

提出が必要となります。
▼投票期間＝選挙期日の公示日または
告示日の翌日から選挙期日の前日まで
の期間です。
▼投票場所＝泉南市役所
▼投票時間＝午前8時半～午後8時
▼投票手続き＝期日前投票は選挙期日
の投票所における投票と同じく確定投

票となるため、手
続きは選挙期日の
投票所における投
票と同じです。
▼選挙権認定の時
期＝選挙権の有無
は、期日前投票を

行う日に認定され、これにより選挙期
日前であっても投票用紙を直接投票箱
に入れることが可能となるものです。
したがって、期日前投票を行った後に
他市町村への移転、死亡等の事由が発
生して選挙権を失ったとしても、有効
な投票として取り扱われることとなり
ます。
▼問合せ＝泉南市選挙管理委員会事務
局（内線２６０）



持
っ
て
育
て
、
正
し
く

し
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
散
歩
の

時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン

を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
７
６
１
５
）

野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
ば
い

煙
の
発
生
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
や
有
害
物
質

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
等
発
生
の
原
因
と
も
な

り
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す

の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。特

に
建
設
廃
材
等
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、

適
正
な
処
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、
運
転
免
許

証
の
更
新
（
切
換
）
等
で
来
場
さ
れ
る
方
が
多

く
、
駐
車
場
が
満
車
状
態
と
な
り
、
ご
来
場
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
試
験

場
へ
お
越
し
の
際
は
、
な
る
べ
く
電
車
・
バ
ス

等
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
始
に
あ
た
る
一
月
五
日
豺
は
普
段

の
二
倍
以
上
の
来
場
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
年
始
の
業
務
日
＝
▽
年
末
は
十
二
月
二

十
六
日
貊
ま
で
▽
年
始
は
一
月
五
日
豺
か
ら

で
、
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
振
り
替
え
休
日
は

除
く
）
▼
受
付
時
間
＝
即
日
交
付
は
午
前
八
時

四
十
五
分
〜
午
後
二
時
半
※
二
時
半
以
降
の
受

付
は
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
▼
最
寄
り
駅
＝
泉

北
高
速
鉄
道
・
光
明
池
駅
か
ら
徒
歩
五
分
▼
問

合
せ
＝
同
試
験
場
（
薀
０
７
２
５
・
碌
１
８
８

１
）

市
役
所
一
階
に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交

付
を
求
め
る
情
報
公
開
請
求
、
市
が
保
有
す
る

自
己
の
個
人
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
求

め
る
自
己
情
報
開
示
請
求
な
ど
の
受
付
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
資
料
の
閲
覧
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後

〇
時
四
十
五
分
〜
五
時
十
五
分
▼
そ
の
他
＝
コ

イ
ン
式
セ
ル
フ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
コ
ピ
ー
料
金
は
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
（
Ｂ
５

〜
Ａ
３
判
黒
色
単
色
）
▼
問
合
せ
＝
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
内
線
三
六
一
）
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み
ん
な
が
迷
惑
し
ま
す

あ
な
た
の
野
焼
き

市税の納期前納付報奨金の交付率が変わります

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成16年度から市税納付に係る納期前納付報奨金の交付率が次のとおり

変わりますのでお知らせします。 ▼問合せ＝納税課（内線235／236）

▼納期前納付報奨金＝個人の市・府民税（普通徴収分）及び固定資産税

（償却資産含む）・都市計画税は、納期が年4回に分かれていますが、第1

期の納期に当該年度の税額を一括して納められます（※これを「前納」と

いいます）と納期前納付報奨金が交付されます。

▼報奨金の支払い方法＝全期分前納付書により、年税額から報奨金を差し

引いた額で納付することができます。

※注　意＝第1期の納期限を過ぎますと報奨金は交付されません。

【報奨金の計算例】

例・１　年税額10万円　期別税額2万5千円の場合

（旧）25,000円×1/100×11ヶ月（前納月数）＝2,750円　報奨金は2,700円

（新）25,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝1,375円　報奨金は1,300円

例・２　年税額200万円　期別税額50万円の場合

（旧）100,000円×1/100×11ヶ月（前納月数）＝11,000円　報奨金は11,000円

200,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝11,000円 報奨金は11,000円　　

合計22,000円

（新）100,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝5,500円　報奨金は5,500円

200,000円×0.25/100×11ヶ月（前納月数）＝5,500円 報奨金は5,500円　　

合計11,000円

※100円未満は切り捨てとなります

※但し、期別税額が30万円を超える部分については計算の対象としません。 

改定前 
（旧） 

期別税額 

10万円以下 

10万円以下 

10万円を超え30万円以下 

10万円を超え30万円以下 

100分の1

100分の0.5

100分の0.5

100分の0.25

期別税額 交付率 交付率 

改定後 
（新） 

泉
南
市
で
は
、
泉
南
市
内
に
居
住
し
（
法
人

は
市
内
に
本
店
を
有
し
）、
市
内
で
事
業
を
営

み
、
大
阪
府
制
度
融
資
の
う
ち
次
の
笊
〜
笙
の

資
金
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
利
子
の

一
部
補
給
を
行
い
ま
す
。

笊
経
営
安
定
対
策
資
金
融
資
笆
連
鎖
倒
産
防
止

対
策
資
金
融
資
笳
緊
急
経
営
対
策
特
別
融
資
笘

経
営
基
盤
確
保
特
別
融
資
笙
０
・
１
５
７
影
響

業
種
特
別
融
資
。

以
上
の
融
資
を
平
成
四
年
四
月
一
日
〜
平
成

十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
に
受
け
て
い
る
方
及

び
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度
に
よ
る
小

企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
を
平
成
十
三
年
一

月
一
日
〜
平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
に
受

け
て
い
る
方
（
但
し
、
融
資
実
行
日
か
ら
起
算

し
て
二
年
間
の
融
資
に
つ
い
て
の
み
）。

▼
補
給
額
＝
借
入
金
五
〇
〇
万
円
を
限
度
と
し

た
返
済
利
率
の
う
ち
一
謾
相
当
利
息
額
（
返
済

利
率
が
三
謾
の
場
合
、
二
謾
が
自
己
負
担
分
、

一
謾
が
市
の
補
給
分
）
▼
申
請
＝
平
成
十
五
年

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
返
済
し
た
利
子
に
つ

い
て
、
平
成
十
六
年
一
月
三
十
日
ま
で
に
市
役

所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
の
補
給
金
交
付
申

請
書
と
返
済
状
況
証
明
書
（
金
融
機
関
証
明
済

の
も
の
）
に
、
金
融
機
関
発
行
の
返
済
計
画
書

の
写
し
、
納
税
証
明
書
（
市
税
の
完
納
を
証
す

る
書
面
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
な
お
、

重
複
し
て
融
資
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
う
ち

一
件
分
だ
け
が
補
給
対
象
融
資
と
な
り
ま
す
▼

問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

年
末
は
多
量
の
ご
み
が
一
斉
に
清
掃
工
場
に

持
ち
込
ま
れ
、
ご
み
収
集
車
や
一
般
の
持
ち
込

み
車
両
等
で
混
雑
し
、
清
掃
工
場
内
は
た
い
へ

ん
危
険
な
状
態
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
の
ご
家
庭
か
ら
の
ご

み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
十

二
月
二
十
四
日
貉
ま
で
に
持
ち
込
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合
（
薀
祚
０
５

８
１
）

年
末
・
年
始
に
あ
た
り
、
さ
わ
や
か
バ
ス
の

運
行
を
休
止
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
十
六
年
は

一
月
五
日
豺
か
ら
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
運
行
休
止
期
間
＝
平
成
十
五
年
十
二
月
三
十

日
貂
〜
平
成
十
六
年
一
月
四
日
豸
▼
内
容
＝
全

便
の
運
行
を
休
止
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
環
境
整

備
課
（
内
線
三
四
八
）

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ

る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
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ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
は

あ
な
た
の
責
任
で
す

砂川幼稚園では、毎年11月に「生活発表会」を開
催しています。園のすぐ前にある砂川小学校の体育館
をお借りし、３歳児、４歳児、５歳児の順にクラス単
位で園児たちが２種目ずつ出演しています。
２種目の出演種目は、年度により多少の違いはあり

ますが、３歳児は遊戯と合唱、４歳児は遊戯と簡単な
器楽合奏、５歳児は言語劇をする子と遊戯をする子に
分け、さらにもう１種目として器楽合奏をしています。

合唱と
合奏は制
服姿で出
演してい
ま す が 、
遊戯と言
語劇は本
格的な着
物やドレ
ス等の服

装で出演しています。衣装や小道具、大道具づくりは
大変な作業ですが、保護者の方々にもご協力いただき
ながら、開園以来３９年間続いています。
近年、人々の心の荒廃が叫ばれていますが、私たち

砂川幼稚園においても幼児期に良い性格ややさしい心
を育んでもらうことが一番大切だと考え、園内での動
植物の飼育や栽培をはじめ、色々な絵本や紙芝居、物
語を読み聞かせるようにしています。
恒例の「生活発表会」は、たくさんのお客さまの前

での発表ということで、子どもたちに自信をつけても
らう絶好の機会としての意義もあります。そして、卒
園生の子どもたちからも在園時代の一番の軆思い出躱
としての人気行事でもあります。発表会までの準備も
大変ですが、保護者の方々や育友会役員の方々のご協
力も得ながら、子どもたちの情操教育の一助となれば
と今後も園をあげて取り組んで行きたいと考えていま
す。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

中
小
企
業
向
け
融
資
の
利
子

補
給
申
請
を
受
付
し
ま
す

年
末
の
ご
み
の
持
ち
込
み

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

年
末
年
始
さ
わ
や
か
バ
ス

の
運
行
休
止
の
お
知
ら
せ
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【市民表彰】

▼産業部門＝▽山瀬敏一
やませとしかず

さん（昭和59年から農業委員。地域農

業の振興に尽力。ハウスフキの創始者として大阪フキを世に送

り出し、数々の賞を受賞）

▼青少年・女性・人権部門＝▽大西倉造
おおにしくらぞう

さん（平成3年より泉

南市人権啓発推進協議会運営委員、校区委員長として、同協議

会の組織づくりや人権啓発活動に尽力）

▽村嶋和子
むらしまかずこ

さん（昭和50年より泉南市婦人団体協議会委員。平

成11年から同会会長として環境問題や青少年の健全育成、まち

づくり等、多方面で活躍）

▽奥田優子
おく だ ゆ う こ

さん（昭和49年より更正保護女性会会員。同会会長

として犯罪防止や非行に陥った人々の更生に尽力。明るい社会

の実現、地域の発展に貢献）

▽安田静香
やすだじょうこう

さん（昭和55年の泉南地区保護司会入会以来、一般

犯罪及び青少年の非行防止に尽力。また、明るい社会の実現の

ために社明運動の街頭啓発、講演会等にも積極的に参加）

▼文化・芸術・体育・国際交流部門＝▽根来幸子
ねご ろ ゆ き こ

さん（昭和51

年より泉南市茶花道連盟会員。平成12年からは同会会長として

会の運営、技術の向上に貢献。また、文化協会副会長等、多方

面で活躍）

▽野上耕太郎
のがみこうたろう

さん（平成3年の泉南市美術協会発足時より同会

会長を務め、会の運営や作品展の開催等、会員相互の技術向上

に活躍。また、健康づくり等においても地域社会に貢献）

▽宮本忠明
みやもとただあき

さん（昭和48年より泉南市体育指導委員。平成4年

からは同協議会副会長として尽力され、厚い人望と高い指導力

で市民のスポーツ振興と健康づくりに活躍）

▽東野三千男
ひ が し の み ち お

さん（昭和57年より泉南市体育協会理事。平成8

年より同会副会長として、卓球選手の指導、育成に尽力。卓球

協会の発展及び青少年健全育成に貢献）

▼福祉部門＝▽石橋初子
いしばしはつこ

さん（昭和52年より遺族会会員。平成

10年より同会婦人部長として、戦没者遺族の福祉増進及び会員

相互の親睦を図り、平和な社会の実現に寄与するために尽力）

▽石橋章
いしばしあきら

さん（平成3年より泉南市社会福祉協議会会長兼理事

として、地域福祉活動の充実、発展に貢献。長年にわたり福祉

活動において幅広く活躍）

▽山下昭往
やましたあきひさ

さん（昭和51年より民生委員児童委員、平成6年よ

り同協議会地区委員長。平成13年より同会副会長として、生活

困窮者の救済、生活指導等、社会福祉の向上に尽力）

▼防犯・交通部門＝▽矢野一市
やの か ず い ち

さん（昭和54年より交通対策指

導委員として、自らルールを守り、交通事故の原因を排除する

ため、誠意をもって交通安全指導、早朝街頭指導等に尽力）

▼自治推進部門＝▽與野佐智雄
よ の さ ち お

さん（昭和59年に泉南市固定資

産評価委員に就任。昭和63年より同委員長として、長年にわた

り納税者の権利保護と課税の円滑な遂行に尽力）

▽奥田六男
おく だ む つ お

さん（平成9年に新家中村区長に就任。平成11年か

らは泉南市区長連絡協議会副会長に就任。市と区民のパイプ役

として市政の推進に尽力）

▼善行者＝▽渡辺
わたなべ

ハギ子さん（昭和45年頃より、岡田地区・氏

の松児童公園において自主的に清掃活動を行い、市民の模範と

なる善行を行ってきた）

▽尾崎哲夫
おざ き て つ お

さん（昭和55年千葉県沖の太平洋上にて、遭難した

貨物船（尾道丸／29人）の救助に向かっただんぴあ丸の船長と

して的確な判断と乗員との連携プレーで荒れ狂う暴風雨の中、

全員救助の快挙を成し遂げた）

【自治功労表彰】

▽山本稔
やまもとみのる

さん（農業委員として泉南市の農業振興等で尽力）

▽中西勝
なかにしまさる

さん（市議会議員として、市政の推進に尽力）

▽南健
みなみたけし

さん（泉南市選挙管理委員会等でご活躍）

▽竹野昭夫
たけの あ き お

さん（消防団員として、市の消防活動に尽力）

11月4日、泉南市は地域社会の発展に貢献された方などへの市民表彰と自治功労表彰を行いました。今回表彰された皆
さんをご紹介します。（ ）内は主な活動内容など　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼問合せ＝秘書課（内線302）

▲自治功労表彰を受けられた皆さん

▲市民表彰を受けられた皆さん

ご
み
出
し
は
結
構
た
い
へ
ん
。
収
集
日
を
間

違
え
た
り
、
忘
れ
た
り
‥
。
そ
ん
な
不
便
を
メ

ー
ル
が
解
決
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
さ
え
登
録
し

て
お
け
ば
、
ご
指
定
の
時
間
に
、
ご
み
の
種
類

と
収
集
の
ご
案
内
メ
ー

ル
が
あ
な
た
に
届
き
ま

す
。
ご
み
の
日
メ
ー
ル

は
、
泉
南
市
と
譁
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
関
西
が
協
力

し
て
行
う
実
験
サ
ー
ビ

ス
で
、
新
た
な
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
創
造
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
、
モ

ニ
タ
ー
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
利
用
方
法
＝
あ
な
た
の
携
帯
電
話
か
ら
受
付

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.info.city.

sennan.osaka.jp/annai/

）
に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
▼
登
録
内
容
＝
携
帯
電
話
のe

メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
配
信
時
間
帯
、
居
住
地
域

（
▽
お
名
前
は
不
要
で
す
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
以

外
の
携
帯
で
も
利
用
で
き
ま
す
迚
実
験
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
動
作
確
認
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
迥
）

▼
登
録
受
付
期
間
＝
現
在
申
込
み
受
付
中
で
す

▼
そ
の
他
＝
▽
応
募
者
多
数
の
場
合
は
受
付
を

制
限
し
ま
す
▽
実
験
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
十
六
年

二
月
二
十
九
日
で
終
了
し
ま
す
▼
費
用
＝
登
録

や
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
す
※
メ
ー
ル
受
信
費
用

は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
情

報
管
理
課
（
内
線
三
二
八
／m

onitor@
city.

sennan.osaka.jp
）
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日本では、すべての国民が何らかの健康保険に加入す
ることが義務づけられています。
サラリーマンが勤め先を退職した場合、「国民健康保

険に加入する」または「勤め先の健康保険をそのまま継
続できる任意継続」のいずれかとなります。
任意継続制度というのは、勤め先で加入していた

健康保険が退職までに２か月以上の加入期間がある
場合、退職後も引き続いて加入できる制度です。※
但し、加入申請の期限あり
国民健康保険に加入する場合は、勤め先の健康保

険が切れてから14日以内に健康保険の資格喪失証明
書（勤め先または加入健康保険で発行）と印鑑（認
め印）をご持参の上、国保年金課へ届出を行ってく
ださい。加入される方によっては、年金証書、同居
家族の国民健康保険証等が必要になる場合もありま
すので、事前に国保年金課へお問い合せください。
加入手続きが遅れると、さかのぼって（最高３年

間）保険税を負担していただき、また、遅れた間は
保険での医療費負担も原則できないことになってい
ますので、ご注意ください。

勤め先を退職する場合、「国民健康保険」と「任意継
続」のどちらが有利なのか、その制度の違い等を検討の
上、手続きを行ってください。※次表をご参照ください。
▼問合せ＝国保年金課（内線２９１・３８０）

ご
み
の
日
メ
ー
ル
モ
ニ
タ
ー

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

国民健康保険の資格は、笊

泉南市への転入あるいは出生

などによる住民登録笆社会保

険等の資格の喪失笳生活保護

の廃止などにより取得しま

す。また、この逆は国民健康

保険の資格を喪失することに

なります。

これらの該当理由の内、特

に笆については市でも把握で

きず、市民の皆さんの届出が

あって初めて判明するもので

す。退職などにより被用者保

険（社会保険、組合健保等）

の資格を喪失した場合は、被

用者保険の継続手続き（任意

継続）を行うか、国民健康保

険への加入の届出が必要で

す。国民健康保険の資格取得

（喪失）の届出は資格を取得

（喪失）した日から14日以内

に行ってください。加入手続

きが遅れますと、保険税は資

格取得日にさかのぼって納め

ていただくことになります

が、その間の医療費は、遅れ

た理由が緊急や、やむを得な

い場合を除き、全額自己負担

となります。市内転居、世帯

主変更、婚姻等による氏名の

変更もすべて届出が必要で

す。会社等に勤めている人が

加入している健康保険では、

被保険者は本人のみで、その

家族は被扶養者となります

が、国民健康保険では家族一

人ひとりが被保険者です。

但し、届出や保険税の納付

は世帯ごとに世帯主が行いま

す。これは世帯主が国民健康

保険に加入していない場合も

同じです。適正な届出を行い、

二重加入や無保険状態がない

ようにご協力ください。

▼問合せ＝国保年金課（内線

291・380）



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 
子宮がん検診 
健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア　 
　　破傷風　 
　　百日せき）　 

風しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

平成15年11月30日をもって、本年度の医療機関での受診は終了しました。 
なお、平成16年度（平成16年4月以降）については、4月に発行する保健センター 
年間行事予定表をご確認ください。 
お問い合わせは、保健センター（薀祗７６１５） 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

笊12月３日貉 
笆１月７日貉 

笊平成15年７月生 
笆平成15年８月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

12月24日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年５月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

12月10日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年５月生 

12月18日貅 
午後１時～１時半 平成13年11月生 

12月25日貅 
午後１時半～２時 平成13年５月生 

歯みがき教室 12月25日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年10月生 
平成14年４月生 

12月19日貊 
午後１時半～２時半 
12月３日貉ツベルクリン反応検査 
12月５日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生） 
の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際は軆さわやかバス躱をご利用ください。 

生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ3歳までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
12月11日貅・スカイシティオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

12月１日豺、８日豺、 
15日豺、22日豺 
午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

12月15日豺 
午後１時～３時 

12月16日貂 
12月22日豺 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊12月５日貊 笆１月９日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、 
コップ、手鏡。２日目は運動のできる服装。なるべく５か月 
以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

（２００３.12） 
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▼
と
き
＝
笊
十
二
月
四
日
貅
笆
十
二

月
十
一
日
貅
の
各
九
時
半
〜
十
一
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
▽
基
本
健
康
診
査
＝
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
医
師
診
察
等
（
必
要
な

方
に
は
心
電
図
、
眼
底
検
査
）
▽
肺

が
ん
検
診
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影
（
必
要

な
方
に
は
喀
痰
検
査
）
▼
対
象
＝
四

十
歳
以
上
の
市
民
▼
費
用
＝
無
料
※

但
し
喀
痰

か
く
た
ん

検
査
は
四
〇
〇
円
▼
申
込

み
＝
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
受
付

時
間
内
に
直
接
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
基
本

健
康
診
査
、
肺
が
ん
検
診
い
ず
れ
か

一
方
の
み
で
も
受
診
で
き
ま
す
▼
問

合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
笊
十
二
月
十
六
日
貂
笆
十

二
月
二
十
二
日
豺
の
各
午
後
一
時
半

〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
、
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
方
▼
携
行
品
＝
母
子

手
帳
、
筆
記
用
具
▼
問
合
せ
＝
保
健

セ
ン
タ
ー

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
閉
じ
こ

も
り
に
な
ら
な
い
、
い
つ
ま
で
も
住

み
な
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す
を

目
標
に
、
新
家
・
北
野
の
両
地
区
と

保
健
セ
ン
タ
ー
で
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
笊
第
一
、
三
火

曜
日
は
上
村
老
人
集
会
場
（
オ
ニ
オ

ン
ク
ラ
ブ
）
笆
第
四
火
曜
日
は
北
野

区
民
セ
ン
タ
ー
（
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
）

笳
第
二
、
四
木
曜
日
は
保
健
セ
ン
タ

ー
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
四

十
分
受
付
、
二
時
開
始
▼
内
容
＝
体

操
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
み
ん
な
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
▼
対
象
＝

▽
四
十
歳
以
上
で
簡
単
な
集
団
体
操

に
参
加
で
き
る
方
▽
自
力
ま
た
は
家

族
の
送
迎
で
通
所
の
で
き
る
方
▼
問

合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

十
二
月
は
「
大
阪
府
献
血
推
進
月

間
」
で
す
。
冬
場
は
風
邪
で
体
調
を

く
ず
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
ま
た

気
温
も
低
い
な
ど
、
献
血
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
が
減
少
し
ま
す
。

献
血
で
い
た
だ
い
た
血
液
は
医
療

機
関
で
患
者
さ
ん
の
治
療
な
ど
に
幅

広
く
使
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
毎

年
冬
に
は
血
液
が
不
足
し
て
危
機
的

な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
血
液
の

安
定
し
た
供
給
の
た
め
に
、
成
分
献

血
、
四
〇
〇
裨
献
血
に
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
▽
大
阪
府
健
康
福
祉
部

薬
務
課
（
薀
06
・
６
９
４
１
・
０
３

５
１
）
▽
大
阪
府
献
血
情
報
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.kenketsu.

net

）
笊
栄
養
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、
適
度

な
運
動
を
し
、
十
分
な
休
養
を
と
る

規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

笆
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め

に
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
笳
手
に

ウ
イ
ル
ス
が
付
い
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ

う
笘
１
時
間
に
１
回
は
窓
を
開
け
ま

し
ょ
う
笙
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
笞
人
の
多
い
と
こ
ろ
は
避

け
、
外
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

風
邪
を
予
防
す
る

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診

冬
だ
か
ら
、
あ
な
た
の

献
血
で
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
の

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

▼診療日＝日曜日、祝日、年末年始（12月
30日貂～1月3日貍）、土曜日の夜間
▼受付時間＝▽日曜日、祝日、年末年始は午
前10時～11時半、午後1時～4時半▽土曜日
は午後6時～8時半
▼ところ＝右の図をご参照ください
▼診療科目＝内科、小児科
▼携行品＝健康保険証や老人医療証は必ずご
持参ください。
▼その他＝▽年末年始は混雑しますので、車
でお越しになる場合は、泉佐野市立第三小学
校駐車場をご利用ください▽休日診療所以外
にも診療を行っている市内病医院もあります
ので直接、お問い合せください。なお、泉南
市消防本部（薀祕０１１９）でも医療機関を

ご案内しています。
▼問合せ＝泉佐野熊取田尻休日診療所（薀磔
６０４０）

蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇蟇
蟇
蟇
蟇
蟇

泉佐野駅東 

栄町 

旭町 

旭橋町 泉
佐
野
市
立
 

第
三
小
学
校
 

●ＮＴＴ 

泉佐野駅下り 

南海
泉佐
野駅
 

堺阪南線 

南海線 

至国道26号 
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地域ぐるみで子どもを育てていく環境づくりを目的に、教育をみんなで考える会（会長・田中正視
たな か ま さ み

さ
ん）主催の軆第３回たるっこ広場躱が樽井小学校で開催されました。各種団体やボランティアの方々の
ご協力を得て、お手玉やけん玉、編みもの、囲碁、将棋、よみきかせ等のコーナーを設置、こどもたち
は、昔の遊びを中心にいろんな遊びを教わりました。運動場ではドッジボール大会や50㍍走の記録会が
行われ、約400人の家族連れや子どもたちが楽しい交流のひとときを過ごしました。 （11月1日）

地域でこどもたちを育てよう
第３回たるっこひろば

お年寄りの方々にお祭り気分を味わってもらおう
と、樽井地区のやぐら四台（戎福中講

えびすふくなかこう

・獅子講
し し こ う

・宮
みや

元講
もとこう

・濱中講
はまなかこう

）が泉南特別養護老人ホーム・なでし
こりんくう（りんくう南浜）を慰問、大勢のお年寄
りたちに豪快なやぐらの曳行を披露しました。
各講三十人組

さんじゅうにんぐみ

の頭
かしら

からお年寄りたちに花束が贈ら
れるなど、心温まる交流のひとときを過ごしました。
曳行に参加した若者のお一人は、「たくさんのお年寄
りの方々に、私たちのやぐらの曳行を見ていただき、
とても嬉しかったです。」と爽やかな笑顔で語ってく
れしました。 （10月11日）

いつまでもお元気で！
樽井のやぐらが高齢者慰問

10

ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼１回目＝9：00～11：20（泉南市は11：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は16：00～）
▼３回目＝22：00～0：20（泉南市は0：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

12月2日貂 
　　～ 
12月15日豺 

11月18日貂 
　　～ 
12月1日豺 

貫頭衣に竪穴式住居、竹で作った 
弓矢や甑（こしき）で炊いた赤米。 
信達幼稚園の園児たちが体験した 
古代生活の模様を紹介します。 

あいぴあ泉南で開催された初級 
手話講習会の模様とミニ手話講 
座を番組に組み入れ、障害者福 
祉について考えます。 

12月16日貂 
　　～ 
12月31日貉 

434人のちびっこ力士が大集合。 
珍プレー、好プレーの連続！ 
さて、どんな取り組みが繰り広 
げられるでしょうか。 

放放
火火
をを
防防
ぐぐ
1100
のの
ポポ
イイ
ンン
トト
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地域が一体となって犯罪や事故をなくし、安全で
安心して暮らせる地域社会の実現を目的に「全国地
域安全運動」が、10月11日貍～10月20日豺、全国
一斉に実施されました。
泉南市でも、泉南市安全なまちづくり推進協議会

（会長・向井通彦泉南市長）が、一人でも多くの市民
の方々に、地域の安全について関心をもっていただ
き、「自らの安全は自ら守る」という自主防災意識の
高揚を図るため、新家幼稚園の園児たちによる鼓笛
隊を先頭に、向井市長、泉南警察署長、各種団体、
地域住民の方々（約350人）らが泉南市役所からＪ
Ｒ和泉砂川駅前までの約1㌔をパレードし、通行人や
まちゆく人々に「安心・安全なまちづくり」を呼び
かけました。 （10月18日）

安心・安全な町づくりのために
地域安全パレードを実施！

さわやかな秋空の下、樽井公民館まつりが開催さ
れ、2日間で約1600人の市民が樽井公民館を訪れ、
お祭り気分を楽しみました。
今回の公民館まつりは、展示関係（出展数448点）、

演技関係（演目数29）、もぎ店関係（26店）で構成
され、新たな試みとして公民館のテラスに屋台村を
設営し、たこ焼きやシラス汁、カニ汁、水なすカレ
ー等が格安でふるまわれました。
2日目に開催された演技大会では、公民館で活動し

ているクラブやその他の団体による歌や踊り等が披
露され、まつりに花が添えられました。

（10月27日・28日）

地域に根ざした活動を！
樽井公民館まつり開催

チ
ェ
ッ
ク

泉
南
市
の
火
災
発
生
件
数
の
内
、

も
っ
と
も
多
い
の
が
放
火
を
原
因

と
し
た
火
災
で
す
。
放
火
は
「
た

だ
燃
や
す
こ
と
、
燃
え
る
こ
と
だ

け
」
を
目
的
に
し
て
い
る
だ
け
に

非
常
に
厄
介
で
す
。
放
火
を
防
止

す
る
た
め
に
、
次
の
笊
〜
筐
の
ポ

イ
ン
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

笊
防
犯
灯
等
で
明
る
く
す
る
（
電

球
が
切
れ
た
ら
す
ぐ
に
取
り
替
え

る
）。
放
火
魔
が
隠
れ
や
す
い
場
所

や
暗
が
り
を
少
な
く
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

笆
紙
く
ず
、
木
ぎ
れ
等
、
た
き
付

け
の
も
と
に
な
る
よ
う
な
物
を
家

の
周
り
な
ど
に
放
置
し
な
い
。

笳
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
日
時
に
出

す
。
決
し
て
前
の
日
の
夜
等
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

笘
郵
便
受
け
に
配
達
物
を
残
さ
な

い
・
た
め
な
い
。

笙
空
き
家
、
物
置
小
屋
、
車
庫
な

ど
に
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
て
お
く
。

笞
自
動
車
は
路
上
駐
車
し
な
い
。

笵
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
ー
シ
ー
ト
は

燃
え
に
く
い
製
品
を
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

笨
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
荷
か

ご
に
は
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
い

た
ま
ま
放
置
し
な
い
。

笶
夜
回
り
や
見
回
り
な
ど
を
地
域

で
協
力
し
て
実
施
す
る
。

筐
家
を
留
守
に
す
る
時
は
、
隣
近

所
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
、
お
互

い
の
安
全
を
守
る
。

災
害
時
用
移
動
煮
炊
釜
を
購
入
し

ま
し
た

泉
南
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
、
災

害
時
用
移
動
煮
炊
釜
（
炊
飯
量
三

〇
〇
食
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
今
後
、
大
規
模

防
災
訓
練
時
等
で
活
用
す
る
予
定

で
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防
本
部

（
薀
祕
０
１
１
９
／http://w

w
w
.

city.sennan.osaka.jp/̃sensyou
/

）



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

▼

○

○

広
報
せ
ん
な
ん
12月
号
（
N
o.462）

平
成
１
５
年
１
２
月
１
日
発
行
　
編
集
と
発
行
　
泉
南
市
役
所
情
報
管
理
課
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590 －
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泉
南
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広
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は
再
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利
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て
い
ま
す
 

南海樽井駅とその北西方向に

ある天神の森との間にはその

昔、松の木がたくさんあり

ました。

今は埋め立てが行

われ、海岸線がず

いぶんと遠くなっ

ていますが、こ

の松の木があっ

たところが樽井

浜とよばれた場

所なのです。

樽井浜は江戸時

代から漁港として

栄え、多くの漁船が

行き来していました。

また海水浴場としても有名

で、シーズンになると多くの海

水浴客で賑わったそうです。

天神の森に今も残るこの松の

木々は、昔の樽井浜の面影を今

に生きる私たちに鮮やかに伝え

てくれています。

今年の歴史紀行「泉南のみど

り」は今回で終了です。私たち

の住むまち・泉南市には、ご紹

介した他にも数多くの森や木々

などの「みどり」があります。

皆さんも身近にある「みどり」

を探してみてはいかがでしょう

か。

茅渟
ち ぬ

の海を望む松

～泉南のみどり・12～
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